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朝
鮮
総
連
中
央
委
員
及
び
専
従
職
員
に
対
す
る
制
裁
措
置
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
は
、
平
成
二
十
八
年
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
等
へ
の
独
自
の
措
置
と
し
て
、
在
日
北
朝
鮮
当
局
職
員
及
び
当
該

職
員
が
行
う
当
局
職
員
と
し
て
の
活
動
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
る
者
の
北
朝
鮮
を
渡
航
先
と
し
た
再
入
国
の
原
則
禁
止
措
置

を
、
対
象
者
を
従
来
よ
り
も
拡
大
し
て
実
施
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
職
が
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
対
象
者
は
在
日
の
北

朝
鮮
最
高
人
民
会
議
代
議
員
等
の
在
日
本
朝
鮮
人
総
聯
合
会
（
朝
鮮
総
連
）
最
高
幹
部
に
限
ら
れ
る
。 

 

朝
鮮
総
連
は
、
自
ら
裁
判
で
「
日
本
と
国
交
を
有
す
る
諸
外
国
に
お
け
る
大
使
館
に
も
比
す
べ
き
活
動
」
を
行
っ
て
い
る
と

陳
述
し
た
と
お
り
、
事
実
上
北
朝
鮮
の
在
外
公
館
で
あ
る
。
『
高
麗
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
は
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
に
、

北
朝
鮮
の
宋
日
昊
朝
日
国
交
正
常
化
交
渉
担
当
大
使
が
「
日
本
に
あ
る
総
聯
と
は
即
ち
我
が
共
和
国
で
あ
り
、
日
本
の
一
番
身

近
な
共
和
国
と
は
即
ち
総
聯
で
あ
る
」
と
発
言
し
、
朝
鮮
総
連
は
北
朝
鮮
そ
の
も
の
で
あ
る
と
明
確
に
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。 

 

拉
致
問
題
で
何
ら
進
展
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
北
朝
鮮
に
よ
る
核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
の
挑
発
行
動
を
考
え
た

と
き
、
朝
鮮
総
連
の
中
央
委
員
会
委
員
三
百
六
十
五
人
及
び
専
従
職
員
の
全
員
が
、
再
入
国
原
則
禁
止
措
置
の
対
象
者
で
あ
る

べ
き
と
考
え
る
。 

 

政
府
が
、
再
入
国
原
則
禁
止
措
置
の
対
象
者
を
極
め
て
限
定
し
て
い
る
の
は
、
如
何
な
る
理
由
か
ら
か
。
再
入
国
原
則
禁
止



 

２ 

 

措
置
の
対
象
者
を
朝
鮮
総
連
の
中
央
委
員
会
委
員
三
百
六
十
五
人
及
び
専
従
職
員
の
全
員
に
拡
大
す
べ
く
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


